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第５回生活・利用に関する検討部会の報告 

 

１．開催日・場所：平成 21 年 3 月 23 日（月） 大濱信泉記念館 

 

２．参加者：委員18名(個人2名、団体・法人7名、地方公共団体6名、国3名) 

 

３．実施内容 

 

（１）活動の報告 

・ 前回（平成 20 年 10 月 15 日）以降の活動を報告 

・ “石西しょうこちゃん”の下敷きを作成。石西礁湖自然再生協議会メ

ンバーを中心に約 500 部を配布。 

・ 環境省より報告。「“石西しょうこちゃん”の下敷きを 100 枚程度子供

中心に配布したところ好評であった。観光客やダイバーへもこれから

どんどん配布したい。」とのこと。事務局より余部を追加配布。 

・ 残部が少ないため、今後は現場で利用した後回収する事を想定。 

 

（２）海上交通の安全・安心の確保について 

・ 竹富町・沖縄総合事務局石垣港湾事務所より、海上交通の安全・安心

の確保についての検討状況が報告された。 

・ 竹富町から、町としての海上交通の考え方として、以下を目指す事が

報告された。 

①島での安全・安心な生活の確保 

運航時間の延長や海上交通の質の向上、島間交通の拡充を行いつつ、

生活保全航路を確保する。 

②自然環境の保全 

自然とくらしの共生を目指し、航路整備は必要最小限の整備に止める。 

 

・ 石垣港湾事務所から、今までの地形調査・環境調査の結果と、大まか

な航行箇所の検討結果、海上交通の安全・安心の確保と環境保全の考

え方が報告された。 

 

以上 



安全・安心な航路の必要性安全・安心な航路の必要性


